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ＹＮＵ研究イノベーション・シンポジウム
2019の開催に寄せて

　横浜国立大学は来る 11 月 26 日に、YNU 研究イノベーション・シンポジウム
2019を開催します。毎年実施している地域に開かれた全学的シンポジウムで、神奈
川県に研究拠点を有する企業、研究所、自治体等との連携強化を目的としています。
昨年は、人々 に豊かさをもたらす超スマート社会、Society5.0という未来ビジョンを
取り上げ、「ヘルスケアのために大学と地域が連携する」ことで、神奈川に
Society5.0を構築する方策を検討しました。その結果、実際に本学のキャンパスで、
地域で生まれたヘルスケアの強みを社会実装するための研究が始まっています。
　それでは、こうした動きは今後どのような形で神奈川に Society5.0 をもたらす
のでしょうか。今回は、その駆動力となる「MaaS（Mobility as a Service）」という
新たな流れを取り上げます。今、モビリティ（移動すること）が大きく形を変えようと
しています。様々な交通手段が一つにつながることで「移動することがサービス化」
された社会、MaaSが生まれてきます。こうして創り出される新たな盤面で、ヘルス
ケアはどのような変貌を遂げるのか、このことをシンポジウムでは検討します。神奈
川でのSociety5.0実現に向けて、「MaaSが拓くヘルスケアの未来」を議論します。
　本シンポジウムが産学官連携を通じたオープンイノベーションを促進していく
場となるよう、多くの皆様のご参加をお待ちしております。

長谷部 勇一
横浜国立大学 学長

DEPARTMENT OF INDUSTRY -UNIVERSITY-
GOVERNMENT COLLABORATION産学官連携推進部門
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【TEL】 045-339-4447
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【MAIL】 sangaku.sangaku@ynu.ac.jp
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横浜国立大学 教員紹介

産学連携のワンストップ・サービスに努めています。

ホーム  >  お問い合わせ

部局等所在地 2019年5月1日現在

所在地部局等名称

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-1

〒240-8501
  
横浜市保土ケ谷区常盤台79-8

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-1

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-5

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-2

〒248-0005  鎌倉市雪ノ下3-5-10

〒231-0845  横浜市中区立野64

〒232-0061  横浜市南区大岡2-31-3

〒407-0301  山梨県北杜市高根町清里3545-1

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-3

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-4

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-5

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-6

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-7

〒259-0202  神奈川県足柄下郡真鶴町岩61

〒240-8501
  
横浜市保土ケ谷区常盤台79-5

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-6

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-5

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-1

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-5

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-8

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-5

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-4

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-1

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-8

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-3

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-4

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-5

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-8

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-10

〒240-0061  横浜市保土ケ谷区峰沢町305-1

〒232-0061  横浜市南区大岡2-31-1

〒232-0061  横浜市南区大岡2-31-2

〒240-0067  横浜市保土ケ谷区常盤台79-9

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-1

〒240-8501  横浜市保土ケ谷区常盤台79-5

問合せ先

045-339-3014

045-339-3043

045-339-3116

045-339-3083

045-339-3192

045-339-3253

045-339-3481

045-339-3488

045-339-3496

0467-22-0647（小学校）

0467-22-2033（中学校）

0467-22-0102（事務室）

045-622-8322（小学校）

045-622-8321（事務室）

045-742-2281（中学校）

045-742-2291（特別支援学校）

045-742-2282（事務室）

0551-48-2605

045-339-3602

045-339-3519

045-339-3602
 

045-339-3804

045-339-4462

045-339-4422

0465-68-0055

045-339-3827

045-339-3204

045-339-4454

045-339-3192

045-339-3036

045-339-4455

045-339-3153

045-339-4390

045-339-4406

045-339-4410

045-339-3234

045-339-3186

045-339-3141

045-339-3579

045-339-3593

045-339-3776

045-339-3118

045-339-3149

045-336-2222

045-742-2845

0120-948-790

045-900-1451

045-339-3086

045-339-4447

事務局

教育学部・教育学研究科

　附属教育デザインセンター

　附属高度理科教員養成センター

　教育学研究科教育相談・支援総合センター

　附属鎌倉小学校

　附属鎌倉中学校

　
附属横浜小学校

 

　附属横浜中学校

　附属特別支援学校

　野外教育実習施設

経済学部

　附属アジア経済社会研究センター

経営学部

国際社会科学府・国際社会科学研究院

理工学部・理工学府・工学研究院

都市科学部

環境情報学府・環境情報研究院

　附属臨海環境センター

都市イノベーション学府・都市イノベーション研究院

附属図書館

先端科学高等研究院

研究推進機構

国際戦略推進機構

国際戦略室

地域連携推進機構

保健管理センター

情報戦略推進機構情報基盤センター

機器分析評価センター

　RI教育研究施設

男女共同参画推進センター

国際教育センター

高大接続・全学教育推進センター

大学院教育強化推進センター

地域実践教育研究センター

成長戦略研究センター

リスク共生社会創造センター

障がい学生支援室 

大学会館

峰沢国際交流会館

留学生会館

大岡インターナショナルレジデンス

常盤台インターナショナルレジデンス

教育文化ホール

産学官連携研究施設

総務企画部

財務部

学務部

施設部

研究・学術情報部

ホーム  >  アクセス案内

交通案内

環境情報研究院附属臨海環境センター

JR東海道線 真鶴駅下車（徒歩15分）

岩港

真鶴道路

真鶴町役場

環境情報研究院
附属臨海環境センター
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教育学部附属 鎌倉小･中学校

JR横須賀線 鎌倉駅下車（徒歩15分）

真鶴地区鎌倉地区

※キャンパス内へのバス乗入れは平日のみです。

常盤台地区

横浜駅西口

市営バス

神奈中バス

202系統・循環外回り、横浜新道又は岡沢町下車

201系統・循環内回り、急行329系統横浜駅西口行、
岡沢町・横浜新道又はキャンパス内※各バス停下車

01系統・中山駅行、岡沢町又は横浜新道下車

相模鉄道 和田町駅下車（徒歩20分）、羽沢横浜国大駅下車（徒歩15分）

市営地下鉄 三ツ沢上町駅下車（徒歩16分）

浜5系統・交通裁判所経由 横浜駅西口行、岡沢町下車

浜10系統・横浜駅西口行、岡沢町・横浜新道又は
キャンパス内※各バス停下車

相鉄バス 浜11系統・上星川駅行、釜台住宅第3行、ひじりが
丘又は釜台住宅第1・第2下車

11番ポール

14番ポール

14番ポール

9番ポール

10番ポール

立野地区（教育学部附属横浜小学校）

JR根岸線 山手駅下車（徒歩7分）

大岡地区（教育学部附属横浜中学校、附属特別支援学校）

市営地下鉄 弘明寺駅下車  中学校（徒歩1分）、特別支援学校（徒歩5分）

京浜急行 弘明寺駅下車  中学校（徒歩8分）、特別支援学校（徒歩15分）
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産学官連携

横浜国立大学　産学・地域連携課　産学連携係

〒240-8501神奈川県横浜市保土ケ谷区常盤台79-5 研究推進機構内
TEL: 045-339-4447　FAX: 045-339-4387
E-mail : sangaku.sangaku@ynu.ac.jp

http://www.ripo.ynu.ac.jp/

　常盤台キャンパスは、横浜駅からわずか3kmという
好立地ながら、455,531㎡という広大な敷地面積を
持っています。ジョギングコースも設けられており、地域
の住民にも親しまれる緑豊かなキャンパスです。
　研究推進機構へは、相鉄バスをご利用いただき「ひじり
が丘」で降車いただくのが便利です。

情報発信

横浜国立大学へのアクセス

（お問い合わせ）

　本学の研究成果や保有する特許の情報等を定期的に外部に発信し、技術の社会への還元や
各種機関との連携の推進を目指しています。

研究シーズや技術情報を
教員ごとに取りまとめ
冊子として隔年発行して
います。連携パートナー
探しにお役立てください。

産学連携パートナー・発掘ガイド 産学官連携 News Letter

YNU研究イノベーション・シンポジウム 外部イベント

産学官連携に関する具体的な
取り組みや研究シーズをわかり
やすく紹介した出版物です。
半年ごとに発行しています。

本学主催の年次イベントとして、企業、研究所、自治体
等との連携強化を企図した全学的シンポジウムを開催し
研究成果の発表および次代を見据えた提言の場と
しています。

JST 新技術説明会、テクノトランスファー in かわさき、
テクニカルショウヨコハマなど、提携機関等のイベント
へ出展し、研究成果や知財に関する情報公開を行って
います。

2019.11



企業との連携を進めるプロジェクトを対象に、共同研究推進センター棟実験室、
総合研究棟 E 棟プロジェクト室、及び先端科学高等研究院棟実験室の一部を産学官
連携研究施設として運営しています。

本学単独の知的財産の活用や連携から生まれた知的財産の権利化については知財
マネージャーが柔軟にご相談に乗ります。ご相談下さい。

● 産学官連携研究施設の提供

● 知的財産の権利化と活用

［寄附金・寄附講座等］
学術研究や教育の充実・発展を目的として受け入れるものです。詳しくはご相談下さい。

産学官連携メニュー「大学と企業の“本気の連携”を目指して」
　横浜国立大学では、様々な社会課題を解決すべくオープンにイノベーションを推進し、研究
成果を広く社会に還元していくことを目指しています。そのためには、大学が主体的に企業
との“本気の連携”を推進し得る持続的な関係を構築することが必要と考え、産学官連携
推進組織を編成し、企業と未来ビジョンを共有する連携プロジェクトの企画・推進をサポート
する体制を整えています。
　横浜国立大学には人文社会系・理工系あわせて500 名を超す教員が在籍し、国立大学
ならではの最先端の研究を進めています。課題解決に向けて、どの教員とどのような連携が
出来るのか、ご要望に応じて検討しご提案いたします。まずはお気軽にご相談下さい。

企業や大学勤務のバックグラウンドを持つ産学官連携コーディネーターを配置し、各種
お問い合わせに対応しています。ご相談をいただきましたら、まずは内容・課題の
確認をさせていただき教員とのマッチングについて検討いたします。

● プロジェクト推進・契約サポート

契約形態一覧

本学との打ち合わせが始まりましたら、必要に応じて、教員との間での目的のすり合わせ
や連携プロジェクト企画、契約締結までのサポートをいたします。また、プロジェクトの
進捗に伴い発生した問題についても臨機応変にサポート対応いたします。

本学としてご提案できるのは概ね以下の通りですが、具体的にどのような
契約形態で連携を推進するかは個別のご相談を経て確定させていただきます。

共同研究契約 受託研究契約 学術指導契約 共同研究講座
本学の教員と企業等の
研究者が、共通の課題
について共同で研究を
行い、事業化や製品化
を目指します。

本学の教員が、企業等
からの委託を受けて研究
を実施し、その成果を
委託者に報告します。
原則として、発明は本学
に帰属することになり
ます。

本学の教員が、企業等
の申し込みを受けて、
企業等の研究開発など
における課題解決のため
の学術指導を行います。

本学と企業等が共通の
研究課題を設定し、学内
に設けた拠点に企業等
から研究者を特任教員
として受け入れ、対等の
立場で一定期間（通常
2年以上）継続的に研究
を行う制度です。

我が社の課題の
解決、誰に相談
すれば？

気軽に相談する
には大学って敷居
が高いのでは？

研究費って
一体どのくらい
必要なの？

大学の研究成果や
保有する知的財産
についての情報を
知りたいのですが？

公的資金に応募する
パートナーを探して
いるのですが？

産学官連携の
ワンストップ・サービス窓口まで
お気軽にご相談ください。

● コーディネート活動


